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　子どもの悩みや心配事の相談を電話
で受けています。秘密は厳守されます
ので、お気軽にご利用ください。
■相談先
　教育委員会（内線210）
■相談日時
　月〜金曜日　午前８時30分〜午後４
　時30分（土・日曜日、祝祭日、　　　
　年末年始を除く）

教 育 相 談 電 話 行政・人権相談夕 ぐ れ 窓 口
　１月の夕ぐれ窓口を次のとおり町民
生活課窓口で開設します。
■開設期日　１月９日（金）、23日（金）
■開設時間　午後５時〜６時
　閉庁後に戸籍抄本・謄本（午後５時ま
でに電話での申し込みが必要）や印鑑証
明書、住民票が必要な方、町に対する苦
情や意見、要望のある方は、どうぞお気
軽においでください。

　町では、町民の皆さんの行政に対する意見
や要望、また日ごろ生活する上での困り事な
ど、さまざまな内容の相談を受けるための行
政相談と人権相談を行っています。
　１月の相談日は次のとおりです。
■期　　日　13日（火）
■相談時間　午前10時〜午後３時　
■場　　所　国際交流会館１階102研修室
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　【４か月児健康診査】
・月　日　1月14日（水）
・受　付　午後１時〜１時10分
・対　象　平成26年８月生
・内　容　小児科診察・離乳食の進め
　　　　  方と試食
　【10か月児健康診査】
・月　日　1月14日（水）
・受　付　午後１時10分〜１時20分
・対　象　平成26年２月生
・内　容　小児科診察・虫歯予防のお話
　　　　  離乳食の進め方と試食
　【７か月児健康相談】
・月　日　１月15日（木）
・受　付　午前９時〜９時10分
・対　象　平成26年５月生
・内　容　育児相談・離乳食の進め方と
　　　　  試食
※バスタオル・母子手帳を忘れずにお
　持ちください。また、風邪などの病

乳 幼 児
健康診査

　気のあるお子さんは次回の健診を受け
　られますので、事前に保健師まで連絡
　してください。
※離乳食試食の際は、赤ちゃん用エプロ
　ン、おしぼりをお持ちください。場所：町保健福祉センター「鶴遊館」

 【広報つるた有料広告】 
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■申し込み・お問い合わせ先
　健康保険課 健康長寿班
　（内線131、132、133）

健康教室（メディコトリム）開催します
　高血圧や糖尿病、脂質異常などの生活
習慣病は、病院や薬だけで治るものでは
ありません。食習慣や運動習慣の改善に
より、からだは変わっていきます。
　冬の農閑期に生活習慣病予防の健康教
室「メディコトリム」を開催します。健
康運動指導士や栄養士、医師などの支援
を受け、自分の力で体を整えていくこと
ができる教室です。
●日程
　コース①（昼の部、夜の部あり）
　　１回目：１月８日（木）
　　２回目：１月22日（木）
　コース②（昼の部、夜の部あり）
　　１回目：２月9日（月）
　　２回目：２月23日（月）
●時間
　昼の部（女性）

　　午後１時30分〜３時30分
　夜の部（男性）
　　午後６時〜８時
※一人１コース（２回）の参加。
※申込締切は各コース１回目開催日の
　１週間前でお願いします。
●対象者（74歳まで）
　・健診で異常値または軽度異常となった方
　・BMI（肥満度）が25以上あった方
　・健康づくりに取り組みたい方 
●場所 
　国際交流会館ホール
●内容 
　１回目　
　体力測定、栄養のお話、個別相談
　２回目　
　県立中央病院の小野先生による健康
　のお話、家でもできる簡単運動、個
　別相談
　３回目　
　血液検査（鶴田診療所）
　※３月〜４月を予定しています。
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こちら町の情報局

　平成27年度のひなづる幼稚園の入園申し込みを
次のとおり受け付けます。
●受付場所
　ひなづる幼稚園
●対　象
　満３歳以上から就学前までの幼児
●受付期間
　随時受け付けます。
●申し込み
　ご来園の上、お申し込みください（※入園案内
　および願書は幼稚園にあります）。
●募集人数
　①５歳児…６人
　②４歳児…９人
　③３歳児・満３歳児…18人
●保育料
　平成27年度入園案内をご覧ください。
■お問い合わせ先
　ひなづる幼稚園　TEL：0173（22）5362

平成27年度の園児を募集します

　町では、人生の大きな節目である60歳を迎え
る方々を対象に、実年式を開催します。皆さまの
ご参加をお待ちしております。
●開催日時　
　平成27年２月11日（水） 建国記念の日
　午後１時30分～
●場　所
　鶴田町国際交流会館ホール
●対象者
　昭和29年４月２日から同30年４月１日まで　
　に生まれ、次のいずれかに該当する方
　①鶴田町に居住または勤務されている方
　②鶴田町出身の方
●内　容
　記念講演、式典、祝賀会（会費制）
●申し込み期限
　平成27年１月20日（火）
■お申し込み・お問い合わせ先
　教育委員会 社会教育班（内線211）

祝還暦「実年式」を開催します

 【広報つるた有料広告】	

162013年（平成25年）12月号

　町を応援する「広報つるた有料広告」を募集してい
ます。毎月、町のほぼ全世帯（発行部数約5,000部）
に配布され、多くの町民の方が目にしますので新聞な
どと同様の宣伝効果が見込めます。有料広告掲載を希
望される企業・団体の皆さまはぜひ下記までお問い合
わせください（※なお、広告の内容によっては掲載で
きない場合もあります）。
■問い合わせ先　総務課 まちづくり班（内線264）

有料広告を募集しています

自己負担限度額（月額）

　　　　　　  252,600 円 
 ＋（医療費の総額 － 842,000円）×１％
　　　　　　  167,400 円 
 ＋（医療費の総額 － 558,000円）×１％

 80,100 円 
 ＋（医療費の総額 － 267,000円）×１％

 57,600 円

 35,400 円

所得（総所得金額等－基礎控除額）

901万円超

600万円～901万円以下

210万円～600万円以下

210万円以下

　　　　　 住民税非課税世帯

区分

上位所得世帯

一般世帯

　平成27年１月から、70歳未満の方の高額療養費について自己負担限度額（月額）が以下のとおり変わります。
　70歳以上75歳未満の方及び後期高齢者医療保険の方は、これまでと同様で変更はありません。

　あらかじめ、国保の窓
口に申請して、「限度額適
用認定証等」の交付を受
けて医療機関に提示する
と、窓口での負担は自己
負担限度額までになりま
す。
　すでに、「限度額認定証
等」の交付を受けている
方は、変更後の新しい認
定証等を12月中に郵送
しますので、お取り替え
のうえご使用ください。

限度額認定証等について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               ■問い合わせ先：健康保険課 国保介護班（内線 144）

70歳未満の高額療養費の自己負担限度額が変わります
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 コミュニティ助成事業で亀田町内会が備品を整備

こちら町の情報局

　財団法人自治総合センターでは、宝くじの販売益を活
用し、コミュニティ助成事業を実施しています。
　亀田地区は、春は子どもたちの田植え体験、お盆には
夏祭り、秋には地域内のグループホームのお年寄りを招
いて、子どもたちが田植えをしたもち米を使い収穫感謝
祭を開催し、冬には高齢者宅の除排雪や安否確認も兼ね
た一人暮らしのお年寄りへの弁当の宅配など、一年を通
じて地域コミュニティ活動の活発な地域です。
　しかし、これらの行事の開催や地域のコミュニティ活
動に必要な備品が老朽化し、使用が困難な状況であった
ため、亀田町内会では同事業（一般コミュニティ助成事
業）により、以下の備品の整備を行いました。

●町内旗（写真①）
●イベント用テント・三方幕（写真②）
●イベント用テーブル（写真③）
●ＦＦストーブ・ファンヒーター（写真④）
●家電（テレビ、炊飯ジャーなど）（写真⑤、⑥）
●会議用座卓

11月 27日（木）に国際交流会館
で行われた誕生証書交付式に出席
された方 （々平成26年９月届け出）

強くたくましく育ってくださ
い。

（工藤 千恵子さん・菖蒲川）

萌生（めい）ちゃんへ
生まれてきてくれてありがと
う。元気にすくすく育ってね。

（佐藤 智子さん・寺町）

孝太（こうた）くんへ

元気で健康な子に育ってね♥

（工藤 未来さん・胡桃舘）

柚月（ゆづき）ちゃんへ

●１ ●２

●３ ●４

●５ ●６

　町では、皆さんの子育てを応援する
ために、保健師による赤ちゃん訪問を
行っています。
　出生後２か月以内に、電話で訪問日
時をお約束した上でお伺いします。里
帰り中の方は、鶴田町に戻り次第、訪
問しますので、ご連絡をください。
　赤ちゃんのいる生活は、楽しいこと
もあれば、何をしても泣きやまずに戸
惑ったり、体重の増えが気になるなど
不安になることも多いと思います。出
生後２か月以内に限らず、ご相談があ
れば何度でも訪問しますので、お気軽
にご連絡をください。

赤ちゃん訪問について

　赤ちゃんはお母さんやお父さんに語
りかけてもらうのが大好きです。絵本
は、赤ちゃんに優しく語りかけ、共に
楽しく過ごす時間を自然に作り出しま
す。
　また、幼児期になると耳から「こと
ば」を聞き、絵を見ながら頭の中で物
語を映像化することができるようにな
ります。思考力が活性化され、豊かな
心が育まれるなど、お子さんの発達に
おいても絵本はとても大切です。
　お子さんとの心ふれあう貴重なひと
ときのためにも、絵本の読み聞かせの
時間を設けてあげましょう。

■お問い合わせ先
　健康保険課 健康長寿班
　（内線133）

絵本の読み聞かせのすすめ


